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外国語学部英米学科 広瀬恵子 
 
高等言語教育研究所が設立されて、本年度で 3 年目になります。本研究所の年報『ことば
の世界』 も 3 号を発行するはこびになりました。本号には、論文（4 編）と実践報告（1 編）ととも
に、本研究所の活動報告を掲載しました。 
 
高等言語教育研究所は、愛知県立大学における外国語教育（一般教育科目及び専門教
育科目）を充実、活性化させるために、平成 22 年度は以下の活動・事業を行いました。詳しく
は、本号の報告をお読みください。 
 
1  外国語授業改善研修会の開催 
言語別に（非常勤講師を含めた）外国語教育担当教員による授業内容・指導法の研修
会を開催し、本学の外国語教育のさらなる充実と授業改善を図った。 
2  言語教育研究会の開催 
年 2 回、主として本研究所員による言語教育研究、言語教育等に関する研究発表を行
い、質疑応答を通して、言語を超えた情報・意見交換を行った。 
3  多言語競演レシテーション大会の開催 
本学の外国語教育活動の一環として、学生の外国語学習の成果発表の場を提供した。 
4  外国語多読用図書の充実 
本年度初めて、図書館 2 階に「外国語多読コーナー」（英語、フランス語、スペイン語、ド
イツ語、中国語）が設置された。さらに、ポルトガル語とロシア語の多読用図書を加え、全部
で 7 ヶ国語の外国語多読用図書を揃えることになった。 
5  英語・スペイン語多読活動の推進 
2 年前から図書館で実施している英語多読活動を、本年度も引き続き実施し、学生の多
読活動をさらに推進した。また、本年度（後期）から新たにスペイン語多読活動を始めた。 
6  講演会の開催 
年 1 回、言語学に関する講演会を開催した。本年度は、言語教育研究会と同一日に開
催した。 
７ CALL 教室を利用した外国語自主学習の推進 
昨年度（後期）から始まった学生の CALL 教室自主利用を推進する共催企画を本年度
も継続して行った。 
8  弊誌 『ことばの世界』 3 号の発行 
 
6本 3 号には、1，2 号にあった「研究員の業績一覧」は掲載しないことにしました。これは、新
たに外国語学部の年報が発行されることになったことに伴うものです。また、号末には、本研
究所のウェブページにある『ことばの世界』執筆要項を掲載しましたので、執筆希望の方は今
後参考にしてください。 
高等言語教育研究所の活動やイベントについての情報については、ウェブページ
（http://www.for.aichi-pu.ac.jp/gengoken/）を是非ご覧ください。 
 
 
高等言語教育研究所組織 平成 22 年度 
 
研究員 
1) 全学教育科目/一般教育科目及び専門の外国語科目を担当する外国語学部専任教員  
2) 言語教育研究、言語研究、文学・文化研究等に従事する外国語学部専任教員 
英語教育部門、初習外国語部門、日本語教育部門、CALL/ICT 部門の４部門 
 
研究所会議構成員 
 
研究所長     広瀬恵子  
外国語学部長   大野  誠  
教育研究審議会委員   佐藤徳潤  
及び下記の  運営委員  
英語教育部門    宮浦国江  
初習外国語部門   江澤照美 
日本語教育部門   東  弘子  
CALL/ICT 部門   大森裕實  
 
運営会議構成員（運営委員） （五十音順） 
 
東 弘子  （広報・『ことばの世界』 編集） 
石野好一 （所長代理） 
石原 覚 （レシテーション大会） 
江澤照美 （予算） 
中西千香 （広報・『ことばの世界』 編集） 
山本順子 （研究会・講演会） 
